
学術フォーラム・公開シンポジウム等の開催予定について 

令和３年１０月２８日時点 

開催日時 開催場所・形式 名称 

１０月３０日（土） 

13：30～17：30 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「歴史教育シンポジウム「歴史総合」をめぐっ

て（５）‐「歴史総合」の教科書をどう作った

か‐」 

１０月３１日（日） 

 14：00～17：00 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「子ども政策の総合化について考える」 

１１月１日（月） 

 14：00～16：10 

オンライン開催 九州・沖縄地区会議学術講演会 

「持続可能な地域の強靭化と将来空間像～防

災・減災対策の次なるステージを目指して～」 

１１月３日（水・祝） 

13：00～17：10 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「地域共生社会における薬剤師像を発信する」 

１１月３日（水・祝） 

13：30～17：00 

オンライン開催 北海道地区会議学術講演会 

「コロナ・ポストコロナ時代の社会課題の解決

に向けて‐記録・国際協力・情報技術－」 

１１月５日（金） 

10：20～16：30 

パルセいいざか

（YouTube ライ

ブ同時配信） 

「原発事故から１０年－これまで・今・これか

らの農業現場を考える」 

１１月５日（金） 

10：30～12：30 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「進化・発生・メカニカルストレスから探る顎

顔面形成・維持機構最先端」 

１１月６日（土） 

13：00～17：15 

早稲田大学ﾘｻｰﾁ

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

（オンラインハ

イブリッド）

公開シンポジウム 

「カーボンニュートラルに向けた熱エネルギ

ー利用の可能性と課題」 

１１月６日（土） 

14：30～16：00 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「防災教育と災害伝承」 

１１月６日（土） 

16：30～18：00 

オンライン開催 「21 世紀の国難災害を乗り越えるレジリエン

スとは～防災統合知の構築戦略～」

１１月６日（土） 

※オンデマンド形

式：11月 30日(火)

まで公開

オンライン開催 公開シンポジウム 

「幼小児期・若年期からの生活習慣病予防」 

１１月１１日（木） 

13：00～17：00 

オンライン開催 学術フォーラム 

「カーボンニュートラル社会を支える最先端

分析技術」 



１１月１２日（金） 

13：00～17：00 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「フードシステムと養殖の未来」 

１１月２０日（土） 

13：30～15：50 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「住居領域における専門教育と資格教育のあ

り方」 

１１月２６日（金） 

14：00～18：00 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「なぜ SDGs?－資源・材料循環における SDGs

－」 

１１月３０日（火） 

13：00～17：00 

オンライン開催 公開シンポジウム 

「科学的知見の創出に資する可視化（６）「総

合知～幸福論からみた身心・細胞力、その真理

の可視化～」」 

１２月５日（日） 

13：00～17：50 

オンライン開催 学術フォーラム 

「地球環境変動と人間活動―地球規模の環境

変化にどう対応したらよいか―」 

 

 



主催　日本歴史学協会　日本学術会議史学委員会・同中高大歴史教育に関する分科会 
後援　高大連携歴史教育研究会 
歴史教育シンポジウム：歴史総合をめぐって（5） 

「歴史総合」の教科書をどう作ったか

プログラム 

開会挨拶 
　　若尾政希　一橋大学教授・日本学術会議会員・日本歴史学協会委員長 
趣旨説明 
　　君島和彦　東京学芸大学名誉教授・日本学術会議連携会員 
司会 
　　中野　聡　一橋大学学長・日本学術会議連携会員 

報告 
成田龍一　日本女子大学名誉教授 

   歴史的実践としての「歴史総合」のために（仮題） 

川手圭一　東京学芸大学副学長 
「歴史総合」の構想と教育現場をつなぐもの（仮題） 

廣川みどり　千葉県立袖ケ浦高等学校教諭 
「歴史総合」でできること、為すべきこと 

ー高校現場で考えるー 
コメント 

長志珠絵　神戸大学教授・日本学術会議連携会員 
閉会挨拶 
　　栗田禎子　千葉大学教授・日本学術会議会員 

2021年10月30日(土曜日)午後1時30～17時30分 予定 
   
オンライン開催・参加費無料・先着受付（300名まで） 
下記ウェブサイトまたは右のQRコードよりお申し込みください（〆切10月28日） 
登録された方には、シンポジウムの前日、ZoomのURLとレジュメをお送り致します。 

　　　　　　　　https://forms.gle/J8mzAH6kRdUmJrxs9 

日本学術会議史学委員会と日本歴史学協会は2016年以来、「歴史総合」に関してシンポジウム
を開催してきた。2016年12月の中教審答申で「歴史総合」の設置が答申され、2018 年 3 月
に必修科目「歴史総合」と選択科目「日本史探究」・「世界史探究」の学習指導要領が告示され
た。「歴史総合」は、2020年度に教科書検定が行われ、2021年度に教科書採択も実施された。
そして、「歴史総合」の授業が2022年4月から始まる。このような状況を受けて、2021年の
歴史教育シンポジウムでは、「歴史総合」の教科書の執筆に関わった方々で、研究分野が日本史
の方、外国史の方、高等学校で世界史の授業を担当されている方に報告を依頼した。「歴史総
合」の教科書も完成したことを受けて、「歴史総合」をどう構想したかを再検討してみたい。



http://www.cedep.p.u-tokyo.ac.jp/event/35507/
Zoom URL

http://www.cedep.p.u-tokyo.ac.jp/contact-20211031symposium/
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日本学術会議　北海道地区会議　学術講演会
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令和３年11月3日
　　　　 13:30～17:00

飯島　　渉（日本学術会議連携会員、青山学院大学文学部教授）
　「感染症をめぐる資料をどう残すか？」
詫摩　佳代（東京都立大学法学部教授）
　「新型コロナとグローバルヘルスガバナンスの課題」
　　※事前収録によるビデオ講演

川村　秀憲（北海道大学大学院情報科学研究院教授）
　「ポストコロナ社会に向けて ―人工知能最前線と応用事例―」
萩田　紀博（日本学術会議第三部会員、大阪芸術大学芸術学部アートサイエンス学科教授）
　「ポストコロナ社会の行動様式を変革するサイバネティックアバターとは？
　 ―ムーンショット目標1がめざす未来社会―」
座　　  長： 宇山　智彦（日本学術会議第一部会員、北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター教授）
パネリスト： 飯島　　渉、  川村　秀憲、  萩田　紀博、 
　　　　　 宮崎　千穂（北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター非常勤研究員）
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オンライン開催

事前参加申込制

どなたでも参加いただけます

《開会挨拶》

《講　　演》

《総合討論》

大場みち子（日本学術会議第三部会員、公立はこだて未来大学教授）《司会進行》
《閉会挨拶》

※新型コロナウイルス感染症の状況次第では、延期、中止又は開催方法の変更等の措置をとる場合があります。

申込方法

参加を希望される方は、11月1日（月）までに下記URL
又は右のQRコードより申込みをお願いします。
（定員となり次第、受付は終了します。）

https://hokudai.webex.com/hokudai/onstage/g.php?
MTID=e6c34162111e39fcc2cc1ddf4b76140fb

主　催 ／ 日本学術会議北海道地区会議、北海道大学

日本学術会議　北海道地区会議事務局
（北海道大学　研究推進部　研究振興企画課内）
Tel： 011-706-2155・2166／Fax： 011-706-4873
e-mail： suishin＊general.hokudai.ac.jp
（上記mailアドレスの＊マークを＠に変えてお送りください。）

参加費無料

開催日時

プログラム

お問い合わせ先

水祝
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後　援 ： 日本生命科学アカデミー

「進化・発生・メカニカルストレスから探る
顎顔面形成・維持機構最先端」
令和３年１１月５日（金） 
１０：３０～１２：３０

※分科会の開催はありません。

オンライン視聴は
こちらのHPから可能です

将来に向けて、口腔科学研究をより迅速に展開し、科学的な基盤に立脚した新たな歯科臨床を構築するためには、改めて顎顔
面の形成・維持機構を再考して咀嚼器官の成立過程の時間的・機能的な変化とメカニズムの理解を深めることが重要です。
重力の働く地球上に誕生した全ての生物の進化や生体組織のリモデリングには、力学的な刺激（メカニカルストレス）が常に影
響を及ぼすために、骨格形成の進化的理解とともに哺乳類の骨格維持機構の理解が必要です。さらに、我国における健康長寿
社会の推進には、すべてのライフステージにおける顎顔面の形態と機能の維持が不可欠です。そのためには、骨格、特に顎顔
面骨、の進化的理解とメカニカルストレスを基盤とし、その形成・維持機構の理解を深めて、エビデンスに基づいた治療を創出
することが重要です。このようなアプローチは、荷重を治療の手段として用いている現在の矯正歯科の診断や治療にも有用で
あり、大切なヒントを与えてくれます。

開催趣旨

次　第

開会挨拶 市川 哲雄先生（日本学術会議会員歯学委員会委員長、徳島大学大学院医歯薬学研究部  口腔顎顔面補綴学分野 教授）

基調講演

シンポジウム
講　師

中島 友紀先生
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 
分子情報伝達学分野 教授

上岡 　寛先生
岡山大学 学術研究院医歯薬学域 歯科矯正学分野 教授

総合討論

井関 祥子先生座　長 槇 宏太郎先生

講　師 倉谷 　滋先生
日本学術会議連携会員、理化学研究所開拓研究本部 倉谷形態進化研究室 主任研究員

日本学術会議歯学委員会 臨床系歯学分科会主　催 公益社団法人 日本矯正歯科学会共　催

座　長 山口 　朗先生 森山 啓司先生 日本学術会議連携会員、
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 顎顔面矯正学分野 教授

日本学術会議連携会員、東京医科歯科大学名誉教授
東京歯科大学口腔科学研究センター 客員教授

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 
分子発生学分野 教授 昭和大学歯学部 歯科矯正学講座 教授





防災推進国民大会 2021 セッション
日本学術会議公開シンポジウム／第 12 回防災学術連携シンポジウム

防災教育と災害伝承
日　時：令和 3年 11 月 6日（土）14 時 30 分～ 16 時
場　所：Zoomウェビナーによるオンライン開催
主　催：日本学術会議　防災減災学術連携委員会、　（一社）防災学術連携体
　

http://bosai-kokutai.jp/

■プログラム
　司会　田村和夫（日本学術会議連携会員、防災学術連携体事務局長）

14:30　趣旨説明 　　米田雅子（日本学術会議防災減災学術連携委員会委員長、東京工業大学特任教授）
　　　14:40　基調講演： 石市における防災教育と災害伝承（15分）

加藤孔子（いのちをつなぐ未来館名誉館長、岩手大学特命教授）
　　　14:55　講演（10分×６＝６0分）
(1) 災害の記憶を継承するための工夫 　     日本建築学会　西澤泰彦（名古屋大学)
(2) 災害エスノグラフィーを活用した自治体職員による災害伝承の取り組み

地域安全学会　柳谷理紗（仙台市役所）、田中  聡（常葉大学)
(3) 復興まちづくりの技術伝承      日本都市計画学会　姥浦道生（東北大学)
(4) 地理空間情報を活かした防災教育と災害伝承　　    日本地図学会　岡谷隆基（国土地理院)
(5) 福島原発災害復興とふるさと創造学     　     日本地理学会　山川充夫（福島大学)
(6) 学校・地域で進める防災教育と災害伝承　日本安全教育学会　戸田芳雄（日本安全教育学会)
　　　15:55　閉会挨拶　大友康裕（日本災害医学会代表理事、東京医科歯科大学教授、防災学術連携体代表幹事）
16:00　終了

■開催趣旨
2011 年東北地方太平洋沖地震により引き起こされた未曾有の大災害：東日本大震災発災から十年が経過した。発災
の直後の被災対応から始まり、多くの課題を抱えつつ、復旧、復興に向けた様々な活動が進められてきている。津波
による被害、地震の揺れによる被害、原子力事故などに起因する様々な災害が生じ、被災地や周辺地域での社会生活
に大きな困難を及ぼしている。今後引き続き復興に向けた取組みを継続していくと同時に、この多くの犠牲を受け
た災害から得た貴重な教訓を、東北と日本の今後の安全な社会実現のために活かしていく必要がある。一方、防災・
減災に関わる学術分野においても、広域に生じた多様な被害実態とその分析から得られた新しい知見を、社会に展開
していく責任がある。
災害軽減のためには、ハードからソフトの日頃の備えが重要であり、防災の実効性を高めるためには、過去の教訓を
踏まえた上で、まず災害発生の本質をお年寄りから子供までが理解し、被災時の対応も含めた日頃の備えをしておく
ことが極めて重要である。そのためには、学校や社会における正しい防災教育と、その基となる災害そのもの、災害
から得られた教訓を記録に残し、後世にきちんと伝えていくことが必要である。
本シンポジウムでは、東日本大震災後の 10 年間の経験と教訓を踏まえ、今後の防災教育と災害伝承のあり方、
および進めるべき取組みについて、学術分野から発信する。

■参加申込
参加希望の方は次によりお申し込みください　　https://ws.formzu.net/fgen/S43949681/
本セッションのZoomウェビナーのURLは、申し込まれた方々にご連絡すると共に、11月5日頃に防災学術連携体
のホームページにも掲載いたします。（防災学術連携体のホームページ： https://janet-dr.com）

■お問合せ先
防災学術連携体事務局　中川寛子　
Tel: 03-3830-0188 　email: office**janet-dr.com（＊を＠に変更して送信して下さい）











SDGs
JX

https://live.nicovideo.jp/watch/lv333559059
YouTube https://youtu.be/83-9pg1CnHQ

n.yamauchi@kurenai.waseda.jp 

YouTube






